
令和７年度 特別の教育課程（立川市民科）の実施状況等について 

 

１ 学校名         立川市立 西砂小 学校 

 

２ 令和７年度 学校における自己評価（箇条書きでご記入ください。） 

立川市民科の取組の効果 ・地域農家の方と連携し、茶摘み体験を行った。自分の住む地域を知

る活動につなげることができた。 

・青少健と連携し、地域の松明祭りで使用するために、麦刈り体験を

行った。地域貢献につなげることができた。 

・地域の方々と野菜を育てる取組を通して、種まきから収穫までの

過程を体験することができた。 

立川市民科の取組の課題 ・各学年での取組を、系統性をもたせて取り組ませていくことが必

要である。 

 

３ 令和７年度 学校評価に係る共通項目のうち 

（１）対象：児童・生徒 

項目：⑩立川市民科では、自分で立てた課題について、情報を集め、整理・分析し、まとめ・

表現することができた。 

（割合） 

そう思う 概ねそう思う あまりそう思わ

ない 

思わない わからない 

45.3％ 36.2％ 11.3% 3.1％ 4.0％ 

 

 

（２）対象：保護者 

項目：⑪立川市民科では、探究的な学びの実現に向けて組織的に取り組んでいる。 

（割合） 

そう思う 概ねそう思う あまりそう思

わない 

思わない わからない 

30.7％ 50.9％ 2.3% 0.9％ 15.1％ 

 


